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Ⅰ 熊本市公共施設等総合管理計画・実施計画の策定にあたって 

1. 目的 

本市では、平成２９年（２０１７年）３月に熊本市公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」といいま

す。）を策定し、総合管理計画に掲げる３つの基本方針を踏まえ、既存施設の長寿命化を図るとともに、更新の

際の規模適正化や施設の統廃合などの公共施設マネジメントに取り組んでいます。 

特に、資産総量の適正化や施設の長寿命化の推進については、令和元年度（２０１９年度）までに策定した

個別長寿命化計画に沿って取組を進める必要がありますが、一方で、個別長寿命化計画に基づく取組の分野

横断的な調整や、これらの事業費と財政運営との整合を図る必要があります。 

そのため、今後の公共施設マネジメントを着実に推進していくため、本市の最上位計画である「熊本市総合

計画」を含めた関連計画との整合を図りつつ、全庁的な調整を経た具体的なアクションプランとして、「熊本市

公共施設等総合管理計画・実施計画」（以下「本実施計画」といいます。）を策定するとともに、毎年度必要な

見直しを行うこととします。 

今後も、「上質な生活都市」の実現を目ざし、本実施計画に掲げる公共施設マネジメントの具体的な取組を

確実に進めてまいります。 

2. 実施計画の対象範囲 

総合管理計画においては、本市が保有する全ての公共施設及び土地を対象としていますが、本実施計画に

おいては、施設の機能や規模等を踏まえて選定した予防保全対象施設を対象とします。 

（本実施計画で対象とする公共建築物）                             ※令和５年（２０２３年）４月１日現在 

施設分野 施設数 施設例 

公営住宅 １３３施設 市営住宅、改良住宅、単独住宅 など 

学校教育系施設 １５３施設 小学校、中学校、高等学校、特別支援学校 など 

その他の施設（※） １６７施設 庁舎、公民館、図書館、博物館 など 

※その他の施設においては、次の項目に該当するものについて予防保全対象施設としています。 

① 地域防災計画において防災拠点として位置づけされているもの 

② 建築基準法による定期点検の対象建築物であるもの 

③ 延床面積が２００㎡を超える建築物のうち重要度の大きいもの 

（市有財産の分類と本実施計画の対象範囲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総合管理計画の 

対象範囲 
本実施計画の 
対象範囲 

経過観察保全対象施設 

その他 
（動産・金融資産等） 

公共施設 

土地 

市有財産 

インフラ資産 

公共建築物 予防保全対象施設 

適宜に経過観察を行い、 
状況に応じて保全を実施 
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（参考：予防保全対象施設の状況）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 更新費用割合は、総合管理計画（令和４年（２０２２年）３月改定）における「今後の公共施設

等の更新等にかかるコスト試算」から算出 

※ 延床面積は、令和３年（２０２１年）４月１日時点 

 

3. 計画期間 

本実施計画は、財政の中期見通しや翌年度予算との整合を図るため、今後５年間を対象期間とし、毎年度

見直しを行うこととします。 

なお、令和５年度版は、令和６年度（２０２４年度）～令和１０年度（２０２８年度）の５か年を対象期間とします。 

年度 H28 ・・・ R3 ・・・ R６ R７ R８ R９ R１０ R1１～R37 

西暦 2016 ・・・ 2021 ・・・ 202４ 202５ 202６ 202７ 202８ 2029～2055 

総
合
管
理
計
画 

          

実
施
計
画 

          

延
床 

面
積 

243.5 
万㎡ 

 
256.8 
万㎡ 

     
 目標：▲20％ 

【１９４.８万㎡】 

 

  

予防保全対象施設は、公共建築物全体の 
8割程度を占めている状況 

92.69%

93.89%

28.28%

7.31%

6.11%

71.72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

更新費用割合

延床面積割合

施設数

予防保全対象施設 経過観察保全対象施設

見直し 

毎年度見直し 

見直し 
予定 

熊本市公共施設等総合管理計画（計画期間：４０年間） 
【平成２８年度（２０１６年度）～令和３７年度（２０５５年度）】 

熊本市公共施設等総合管理計画・ 
実施計画（計画期間：５年間） 

策定    
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4. 実施計画の位置づけ 

本実施計画は、総合管理計画を踏まえて策定された個別長寿命化計画を基に、財政の中期見通しとの整合

や、公共施設マネジメント推進本部での総合調整を経て策定するものです。 

本実施計画により、本市の公共施設マネジメントの取組状況やその結果の見える化を図るとともに、取組の

進捗管理や検証を行うことで、総合管理計画に基づく取組の推進につなげていくこととします。 

≪位置づけのイメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設等の設置目的及び人口減少や年齢構造の変化に起因する市民ニーズを踏まえた施設の役割・必要性について検討

を行い、費用対効果を見極めながら資産総量の適正化に取り組みます。 

更新等にあたっては、施設の複合化や類似施設の統廃合を図ることはもとより、国や県、あるいは民間の類似施設の配置を考

慮しながら適正配置を目指すとともに、跡地の売却や有効活用を行うことにより、資産総量の適正化に取り組みます。 

 

今後も活用していく公共施設については、定期的な点検・診断により計画保全に努め、計画的な維持修繕によって長寿命化を

図り、長期的な視点で財政負担の軽減と平準化に取り組みます。 

 

建築物やインフラの新設にあたっては、整備後の補修を考慮した設計を行うことなどにより、修繕費用の軽減を図るとともに、ラ

ンニングコストを抑制できるような工夫も行います。 

また、民間企業等のノウハウや資金を積極的に活用することも検討し、ＰＰＰ/ＰＦＩ手法など、民間活力の導入にも積極的に取り

組みます。 

さらに、施設の運営については、市民協働の視点や受益と負担の観点からも検討を行い、これまでのあり方を見直します。 

  

≪公共建築物≫ ※予防保全対象施設のみ 

熊本市公共施設等総合管理計画 

≪インフラ資産≫ 

個別長寿命化計画 

財
政
の
中
期
見
通
し 

総
合
調
整 

計画期間：5年間 

あり方検討の内容や財政状況の
変化等を踏まえ、毎年度ローリ

ングを実施 

実施計画 

改修・更新 

改修・更新 

概ね５年ごとに総合管理計画の見直しを実施 

公営住宅 学校教育系施設 その他の施設 

道路・橋梁 交通 上下水道 

 

病院 

 

資産総量の適正化 
方針 
1 

施設の長寿命化の推進 
方針 
2 施設運営に要する総コストの削減 

方針 
3 

施設の長寿命化の推進 

方針 

2 

施設運営に要する総コストの削減 
方針 

3 

資産総量の適正化 
方針 

1 
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5. 取組目標と５年間の削減見込み 

今後、建替えや大規模改修などに要する更新費用については、総合管理計画における基本方針やコスト試

算の結果を踏まえ、計画的に削減していく必要があります。 

総合管理計画に基づく取組を着実に推進していくため、総合管理計画の次期改定を予定している令和８年

度（２０２６年度）までの延床面積や更新費用の削減を見込むとともに、本実施計画や総合管理計画の見直し

などの際に検証し、計画の進捗管理や今後の取組への反映を行っていくこととします。 

≪取組目標と５年間の削減見込み一覧≫ 

 延床面積の削減 
延床面積削減に伴う 

更新費用の削減 

施設運営に要する 

総コストの削減 
備考 

総合管理計画における取組目標 

（１年あたりの効果額） 

１８,２３５㎡ 

（※） 
５４億円 １１億円 

※ 延床面積の削減目標６２万㎡を

計画期間（３４年間）で除したもの 

今後５年間における 

１年あたりの削減見込み 
12,０００㎡ ７.８億円 １１．４億円  

【削減見込みの考え方】 

○個別長寿命化計画等において５年間に建替えが予定されている施設、及び解体が予定されている施設など

を対象に試算 

○施設整備計画等があるものについては計画等に基づき算定し、計画等がないものは次の前提で試算 

・建替時における延床面積の２割削減   ・面積削減割合に応じた更新費用の削減 

・削減される延床面積に応じたランニングコストの削減 

○施設運営に要する総コストの削減には、未利用地売却などの財源確保の見込みを含む 

6. 総合管理計画改定後（令和３年度以降）の延床面積の推移 

令和 4年度（2022年度）から令和 8年度（2026年度）までの 5カ年の延床面積の削減見込みは次のと

おりです。 

すでに解体等の事業に着手している施設などの延床面積を集計しており、総合管理計画改定時に見込んだ

６．０万㎡の削減にやや及ばないものの、おおむね想定に沿ったものとなっております。今後、更なる資産総量の

適正化に向けて、引き続き、個々の施設のあり方を検討し統廃合や規模適正化に取り組んでいきます。 

なお、延床面積以外の更新費用等の削減状況については、総合管理計画の改定時に取組状況の確認、検

証を行うこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施設の新規整備などの延床面積の増分は含まれていません。       
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Ⅱ 実施計画 

1. 今後５年間の事業費の見込み 

各分野で策定した個別長寿命化計画等に基づき、施設の機能や劣化状況等を踏まえた全庁的な優先度を

検討した上で、今後５年間で予定している施設の改修や建替え等に要する事業費を計上しています。 

なお、令和７年度（２０２５年度）以降に実施を予定している改修等については、毎年度見直しされる財政の

中期見通しとの整合や、各施設の劣化状況の進行、施設のあり方検討の状況などを踏まえて、随時見直しを予

定しており、計画内容が変更される可能性があります。 

【今後５年間で予定している事業費一覧】 

実施区分 施設分野 
R６ 

（202４） 
R７ 

（202５） 
R８ 

（202６） 
R９ 

（202７） 
R１０ 
（202８） 

長寿命化 

（大規模・中規模改修等） 

公営住宅 2,060 2,922 2,938 3,008 3,196 

学校教育系施設 3,944 2,316 2,43５ 2,368 2,402 

その他の施設 7,270 7,250 4,610 1,947 2,904 

（小計） 13,274 12,488 9,983 7,323 8,502 

建替等 

（建替え・新規整備等） 

公営住宅 154 893 894 1,130 1,067 

学校教育系施設 1,706 5,590 3,947 1,327 1,494 

その他の施設 515 367 677 2,272 597 

（小計） 2,375 6,850 5,518 4,729 3,158 

その他 

公営住宅 0 0 0 0 0 

学校教育系施設 330 325 325 325 325 

その他の施設 606 794 496 1,966 380 

（小計） 936 1,119 821 2,291 705 

事業費 合計 16,585 20,457 16,322 14,343 12,365 

※ 実施区分ごとの事業費には、掲載している改修等以外の事業費も含まれています。 

  

（単位：百万円） 
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2. 今後 5年間の主な取組 

公営住宅 

○ 高平団地・大窪団地集約建替事業 

高平団地の老朽化に伴い建替えを検討する中、少子高齢化に伴う人口減少社会に対応するため、同一校区

内に立地する大窪団地を集約するとともに、入居者移転支援の円滑な実施や事業費の縮減等を図るため、

PFI手法を導入し、建替えを行うこととしました。 

令和５年４月に特定事業として選定し、令和５年（２０２３年）９月に落札者を決定いたしました。多様な世帯

が安心・快適に暮らせる住宅を供給するとともに、付帯事業として余剰予定地を住宅用地として活用し高平団

地と一体的にまちづくりを行い、良好な住環境の形成や地域コミュニティの活性化に向けて事業を進めていき

ます。 

○ 熊本市市営住宅長寿命化計画の改定 

高度経済成長による人口増加・住宅需要に対応するため、昭和５０年代頃から大量に整備してきた公営住

宅については、今後一斉に耐用年限を迎える見込みとなっており、今後の人口減少や少子高齢化社会の進展

を見据え、計画的に管理戸数の適正化や維持管理費用の抑制に取り組む必要があります。 

そのため、令和６年度（２０２４年度）に予定している市営住宅長寿命化計画の改定においては、住宅の確保

に困窮する世帯の推計及び多角的、総合的な視点からの各団地の分類（用途廃止、集約建替、維持改善）に

より管理戸数の適正化を図る計画とし、計画の方針に基づいた事業を今後進めていきます。 

 

学校教育系施設 

○ 天明校区施設一体型義務教育学校施設整備事業 

天明校区の小学校４校においては、全学年が単学級又は複式学級となっており、今後も児童数が減少し、

複式学級が継続する学校や、複式学級になることが見込まれる学校があります。 

そこで、４小学校と１中学校をひとつにした、本市初となる施設一体型義務教育学校の新設整備を行うた

めの基本計画を令和４年（２０２２年）１２月に策定し、令和５年度（２０２３年度）には、設計施工一括発注

（DB）方式により、民間事業者の公募・選定を行いました。 

今後は、令和９年（２０２７年）４月の開校を目指し、天明校区の特色を活かした魅力ある学校づくりに向け

整備を進めていきます。 

天明校区の小中学校：中緑小、銭塘小、奥古閑小、川口小、天明中 

○ 藤園・江南中学校等魅力ある学校づくり整備事業 

藤園中学校・城東小学校及び江南中学校・向山小学校・向山幼稚園は、校舎の老朽化のために近く改築が

見込まれています。そこで、改築を契機に、こどもたちにとって良好な教育環境を確保するとともに、地域の拠点

としての魅力的な学校づくりを行うために、令和５年（２０２３年）１２月に、基本構想を策定しました。令和６年度

（２０２４年度）は、こども、保護者、地域の皆様、教職員のご意見等を踏まえた、新しい学校における教育の基本

的な考え方や施設整備方針をまとめた基本計画の策定に向けて検討を進めます。 
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○ 学校プールの再編 

学校のプールについては、学校施設の中でも使用頻度が少なく、多くの小学校で一年間のうち２カ月程度

の利用にとどまっています。一方で、プールの維持管理、老朽化に伴う改築には多額の経費が必要になり、今

後改築時期（概ね築年数 50年）に達していく学校が増えていきます。 

そのため、令和 4年度（２０２２年度）は飽田南小、田底小において、民間スイミングクラブを利用したモデル

事業を実施し、検証を行いました。また、令和 5 年度（２０２３年度）は、令和 4 年度（２０２２年度）に実施した

２校に加え、城北小、吉松小において、民間スイミングクラブとの連携を行うモデル事業を実施するとともに、芳

野小においては、隣接校である芳野中との共同利用のモデル事業も実施しました。令和６年度（２０２４年度）

以降も更に実施校の拡大を図り、プール再編計画につなげていきます。 

 

その他の施設 

○ 金峰山少年自然の家再建事業 

金峰山少年自然の家は、整備から４０年以上市民に親しまれてきましたが、施設の不具合により、平成３１年

（２０１９年）４月から受け入れを中止し、「金峰山少年自然の家の再建に伴う新自然の家整備基本計画」に基

づき建替えに向けた検討を行ってきました。 

令和4年度（２０２２年度）には、民間事業者等の資金やノウハウを活用するPFI手法を導入する事業として、

民間事業者の公募・選定を行いました。 

未来を担う全ての青少年の成長に不可欠な自然体験を通して、心身ともに健やかに成長するための活動の

場として、また、市民が自然に慣れ親しむ場として活用できる施設を目指し、現在、令和 7 年度（2025 年度）

の供用開始に向けて既存施設の解体や新規施設の整備等に取り組んでいます。 

○ スポーツ施設ストック適正化計画の策定 

スポーツ施設（４０施設）においては、総延床面積が約９万㎡、維持管理費として毎年度 19.8億円程度を要

しているとともに、今後、施設の更新等を行っていくために多額の更新費用が必要となる見込みです。 

今後、必要な機能を適切に維持していくためには、スポーツ施設全体のあり方について検討し、適正なスポー

ツ施設の総量を算出するとともに、それらの利用状況やコスト状況等の調査・分析を行い、施設の利用活性化

や施設運営に要するランニングコストの削減などに計画的に取り組む必要があります。 

そのため、これまでに策定した個別長寿命化計画や施設の利用状況、配置状況等を踏まえ、令和６年（２０２

４年）３月にスポーツ施設ストック適正化計画を策定しました。今後、定期的な見直しを行いながら、この方針に

基づき取組を進めていきます。 

○ 競輪場再建事業 

熊本地震により大きな被害を受けた競輪場については、市財政への貢献や、地域の防災や地域コミュニティ

の拠点として、またアマチュアスポーツの振興の場としても寄与することを踏まえ、再建に向けた取組を進めてい

ます。 

復旧にあたっては、現状の来場者数を踏まえて施設を集約・整理し、市民が活用できる施設や空間の整備、

災害時を想定した防災備蓄機能や避難場所としての活用、建物やバンクを広く自転車競技の練習・大会に利

用できるような施設整備を予定しています。 
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3. 実施計画の見方 

実施計画の記載内容や見方は次のとおりです。 

（１） 掲載単位 

総合管理計画における施設分野ごとに掲載しています。 

なお、公営住宅、学校教育系施設を除く、その他の施設については、今後５年間の概算事業費などを総括的

に掲載し、施設分野別に、分野別方針や施設別の改修内容などを掲載しています。 

（２） 総合管理計画における施設分野別方針 

総合管理計画（令和３年度改定版）に掲載している、施設分野別方針を掲載しています。 

（３） 今後５年間の実施方針及び課題 

本実施計画期間における主な実施方針と課題を掲載しています。 

（４） 今後５年間の概算事業費及び改修等の見込み 

今後５年間に予定している事業について、実施区分ごとの概算事業費の合計額及び各施設の改修等の見

込みを掲載しています。なお、次の点にご留意ください。 

※ 実施区分ごとの事業費には、掲載している改修等以外の事業費も含まれています。 

※ 各事業計画については今後見直しが行われる可能性があるため、実施が確定したものではありません。 

 

≪実施区分について≫ 

実施区分 内容 

長寿命化 
施設の長寿命化や予防保全改修を行うもの。バリアフリーなど機能改善に資す

る改修を含む。 

建替等 施設の建替えや新・増築を行うもの（建替えに伴う解体を含む）。 

その他 

長寿命化、建替等の区分に該当しないもの。 

・施設の用途廃止に伴い解体を行うもの 

・プレハブリースの設置を行うもの など  

 

 ≪改修等の見込みについて≫ 

改修等の見込みについては、施設・年度別に予定されている改修内容を掲載しています。なお、大規模

改修等に向けた基本計画や設計を除き、設計等の実施時期は掲載していません。 

                  ：予定されている改修内容              ：大規模改修等に向けた設計等 
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４．施設分野ごとの実施計画

（１）公営住宅

①総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

①今後5年間の実施方針及び課題

◉

◉

◉

◉

③今後5年間の概算事業費（単位：百万円）
R６ R７ R８ R９ R１０

（2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

2,060 2,922 2,938 3,008 3,196

154 893 894 1,130 1,067

0 0 0 0 0

2,214 3,815 3,832 4,138 4,263

R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 新地団地 長寿命化

2 萩原団地 長寿命化
外壁・屋上防水

改修

3 小島団地 長寿命化
外壁・屋上防水

改修

4 尾ノ上団地 長寿命化

5 九品寺第二団地 長寿命化

6 上ノ窪団地 長寿命化

7 新南部団地 長寿命化

外壁・屋上防水改修

外壁・屋上防水改修

外壁・屋上防水改修

外壁・屋上防水改修

過去に整備した住宅の起債償還の終了に伴い、公債費の減少が見込まれることから、この財源を活用し適正な

維持管理に努めます。

実施区分

長寿命化

建替等

その他

建替えにあたっては、公民連携手法の導入によるライフサイクルコストの縮減及び平準化などを検討します。

備考

合計

居住者はもとより地域住民の安心・安全を確保するため、外壁、屋根等の改修はもとより、エレベーターなどのバ

リアフリー改修など計画的に実施します。

老朽化が進んでいる共用の給水設備等のライフラインについては、計画的な更新を行っていきます。

規模適正化や高層化等によって生じる余剰地については、利活用を検討してまいります。

高平団地・大窪団地の外、老朽化している団地については、計画的な管理戸数の適正化を進めます。

外壁・屋上防水改修

№ 施設名 実施区分 備考

 【総括的事項】

既存の民間住宅ストックの活用を促し、セーフティネット住宅の登録・活用を推進します。

建替えにより生じる余剰地については、売却や民間への貸付を推進します。

市営住宅長寿命化計画を踏まえ、居住者はもとより地域住民の安心・安全を確保するための保全工事を実施し

ます。

平成30年度（2018年度）に改定した市営住宅長寿命化計画に基づき、予防保全的な管理や修繕等を計画的に

推進し、また、効果的な建替えを進めることで、将来の管理戸数の適正化やライフサイクルコストの縮減による財

政負担の軽減などを目指します。

目標管理戸数については、今後の人口減少等を見据え令和37年度（2055年度）までに2割削減することを目指

します。

建替えにあたっては、立地適正化計画との整合や近隣市営住宅との集約化に取り組みます。

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

資産総量の適正化
方針

1

施設の長寿命化の推進
方針

2
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R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
№ 施設名 実施区分 備考

8 下南部団地 長寿命化

9 楠第二団地 長寿命化

10 池上団地 長寿命化

11 春日団地 長寿命化
外壁・屋上防水

改修

12 託麻団地 長寿命化
外壁・屋上防水

改修

13
外壁・

屋上防水改修
長寿命化 以降、継続実施

14 宇留毛団地 長寿命化

15 野越団地 長寿命化

16 長嶺団地 長寿命化

17 東本町団地 長寿命化

18 尾ノ上団地 長寿命化

19 長嶺西団地 長寿命化
ライフライン

改修

20 ライフライン改修 長寿命化 以降、継続実施

21 エレベーター改修 長寿命化 以降、継続実施

22 武蔵ケ丘団地 長寿命化 風呂設備新設

23 東町団地 長寿命化 風呂設備新設

24 東本町団地 長寿命化 風呂設備新設

25 野越団地 長寿命化 風呂設備新設

26 八幡団地 長寿命化

27 笛田団地 長寿命化 風呂設備新設

28 団子原団地 長寿命化

29 風呂設備新設 長寿命化 以降、継続実施

30 その他計画修繕 長寿命化 以降、継続実施

31 高平団地 建替等 事業者選定 等
PFI手法導入

大窪団地を集約

32 長寿命化計画 長寿命化

33
長寿命化個別計画

等
長寿命化 以降、継続実施

設計・建替工事 等

個別計画作成順次実施

風呂設備新設

風呂設備新設

順次実施

順次実施

計画改定

外壁・屋上防水改修

外壁・屋上防水改修

外壁・屋上防水改修

ライフライン改修

ライフライン

改修

順次実施

ライフライン改修

ライフライン改修

ライフライン改修

順次実施

順次実施
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（2）学校教育系施設

①総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

①今後5年間の実施方針及び課題

◉

◉

◉

③今後5年間の概算事業費（単位：百万円）
R６ R７ R８ R９ R１０

（2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

3,944 2,316 2,435 2,368 2,402

1,706 5,590 3,947 1,327 1,494

330 325 325 325 325 仮設校舎設置等

5,980 8,231 6,707 4,020 4,221

プールについては、近隣の学校との共同利用や民間施設の活用によって更新や維持管理に要する経費の抑制が

期待できることから、効果や課題を踏まえ検討を行います。

特に、複式学級がある、又は今後見込まれる学校については、最優先に統合を検討します。

児童生徒数が増加し、過大規模校となることが見込まれる小中学校については、通学区域の見直しや緩衝地区

の設定等についても検討します。

災害時には避難所として利用されることから、安全性の確保やバリアフリー対応など、避難所としての機能強化に

努めます。

天明地区の小中学校については、より良い教育環境の整備を図るため、4小学校（中緑小、銭塘小、奥古閑小、川

口小）・天明中学校を統合した施設一体型義務教育学校の新設を行うこととしています。

今後見込まれる廃校の施設や跡地については、売却を含めて利活用策を検討します。

合計

建替等

その他

 【総括的事項】

平成26年（2014年）に策定した熊本市学校規模適正化基本方針に基づき、児童生徒数の状況を踏まえ、学校の

適正規模・適正配置について継続的に検討します。

児童生徒数の減少により、余裕教室がある、又は今後見込まれる学校については、安全性の確保や授業等の運営

に配慮しつつ、余裕教室の他用途への転用や、建替えの際には小・中学校の統合についても検討します。

備考実施区分

長寿命化

共同調理場については、一部で老朽化が進行していることから、今後の児童生徒数の減少を見据えた施設の適

正規模や適正配置の検討を行ったうえで、施設の更新や長寿命化を行う必要があります。

平成31年（2019年）1月に策定した学校施設長寿命化計画に基づき、更新周期を80年間とすることを目標に計画

保全に取り組みます。

学校施設の更新にあたっては、公民連携手法（PFI、DBなど）の導入や、整備内容（構造、仕上等）を検討するな

ど、更新費用やライフサイクルコストの削減に取り組みます。

新市基本計画に基づく施設整備や、老朽化が著しい校舎等の建替えや改修を優先して取り組みます。

３５人学級への対応や、一時的な生徒数の増加などに対応するための校舎増築にあたっては、将来の児童数の推

移等を踏まえ、リース方式による施設整備などを含め、適切な整備手法を検討する必要があります。

校舎の建替え等にあたっては、整備費用を始めライフサイクルコストの抑制に向けて、公民連携手法の導入や、採

用する構造形式（鉄骨造）や仕上げ等の検討を行います。

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

資産総量の適正化
方針

1

施設の長寿命化の推進
方針

2
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（学校）
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 白川小 建替等

2 池田小 建替等

3 中島小 建替等

4 託麻東小 建替等

5 芳野小 長寿命化 体育館改修

6 日吉東小 建替等
校舎増築・

EV整備

7 富合小 建替等 新市基本計画

8 桜井小 長寿命化 新市基本計画

9 小島小 長寿命化 ＥＶ整備

10 桜木小 長寿命化 ＥＶ整備

11 大江小 長寿命化 体育館改修

12 帯山西小 長寿命化 体育館改修

13 若葉小 長寿命化 体育館改修

14 桜木東小 長寿命化 校舎改修

15 桜木東小 長寿命化 体育館改修

16 花陵中 建替等

17 花陵中 長寿命化 ＥＶ整備

18 城西中 長寿命化 ＥＶ整備

19 力合中 長寿命化 ＥＶ整備

20 帯山中 建替等

21 東町中 長寿命化 ＥＶ整備

22 出水南中 建替等
校舎増築等の

関連工事

23 龍田中 長寿命化 ＥＶ整備

24 日吉中 長寿命化 ＥＶ整備

25 富合中 建替等 新市基本計画

26 鹿南中 長寿命化 体育館改修

27
天明義務

教育学校（仮称）
建替等

中緑・銭塘・奥古閑・川口

小、天明中を統合予定

28 藤園中・城東小 建替等

29 江南中・向山小 建替等

30 千原台高 建替等

31 仮設校舎リース等 その他 以降、継続実施

32 改修・計画保全等 長寿命化 以降、継続実施

33
バリアフリー

改修等
長寿命化 以降、継続実施

34 校舎改築 建替等 以降、継続実施

35 体育館改築 建替等 以降、継続実施

備考

体育館改築

体育館・プール改築

№

校舎改築

実施区分

校舎増築

校舎改築・EV整備

体育館改築

施設名

順次実施

順次実施

（EV、段差解消、トイレ洋式化、バリアフリートイレ）

補助要件確認後、順次事業化

補助要件確認後、順次事業化

校舎改修

校舎改築

校舎・プール改築

基本計画 整備手法等検討

設計・校舎改築・グラウンド整備

基本計画 整備手法等検討

校舎改築・グラウンド整備

順次実施
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（その他教育施設）
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

1 教育センター 長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備・

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

2 東共同調理場 長寿命化
高圧引込設備

改修

3 植木共同調理場 長寿命化
高圧引込設備

改修

大規模改修基本

・実施設計

№ 施設名 実施区分 備考
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（３）その他の施設

①今後5年間の実施方針及び課題

◉

◉

◉

②今後5年間の概算事業費（単位：百万円）
R６ R７ R８ R９ R10

（2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

7,270 7,250 4,610 1,947 2,904

515 367 677 2,272 597

606 794 496 1,966 380

8,391 8,411 5,783 6,185 3,881

③施設分野別の主な取組

ア 市民文化系施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 大江交流室 長寿命化 消防設備改修
非常用発電

設備改修

大規模改修

基本計画

2
託麻まちづくり

センター
長寿命化 電気設備改修

高圧引込設備

改修
空調設備改修

3
秋津まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修

特定天井改修（R7）

屋上防水・内装・電気設備・

給排水衛生・空調設備改修

（R7～R8）

備考

大規模改修基本・実施設計

 ≪公民館≫

中央公民館は建替えを機に指定管理者制度による管理が行われています。他の公民館は、施設によって保有する

機能やまちづくりセンターとの複合化の状況等が異なっていることから、各施設の状況を踏まえて、適切な運営手

法を検討します。

 ≪文化施設（会館・ホール）≫

舞台照明や舞台音響などの特殊設備の更新には多額の費用がかかることから、各ホールの役割分担や、ホール

ごとに必要な機能・設備について検討を行います。

施設名 実施区分

その他

公設公民館自体や、近隣公共施設の建替え等の際には、機能集約・複合化についても検討します。

 ≪文化施設（会館・ホール）≫

各施設や保有する機能によって利用状況に差があることから、利用が少ない機能や部屋については、転用や存廃

の検討を行います。

 【総括的事項】

 ≪公民館≫

幅広い市民ニーズに応えるため、生涯学習機能の向上を図るとともに、「学び」と活動の循環による地域課題の解

決や担い手づくりを推進するまちづくりの推進拠点として、誰もが積極的に活用できる新しい公民館を目指します。

 ≪公民館≫

利用者の安全性の確保や、災害時の防災機能の確保に向けて、ホール等の特定天井の改修や、耐震改修・補強

への対応を優先して取り組みます。

施設の機能や利用状況、また、老朽化の進行状況等を踏まえ、分野横断的な優先順位を検討し、必要な改修や建

替えを計画的に行っていきます。

一方で、総合管理計画における施設分野別方針に基づき、各分野・施設のあり方を検討します。

備考

合計

稼働率や運営コストに課題がある施設については、利用活性化策や運営手法の見直しについて検討するととも

に、長期的には施設規模等の見直しに取り組みます。

ホールや会議室数の適正化に伴い余剰が生じる場合には、新たな施設活用方針についても検討を行います。

№

実施区分

長寿命化

建替え等

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

14



R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
備考施設名 実施区分№

4
東部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修

5 西区役所 長寿命化
直流電源・

音響設備改修

非常用発電

設備改修

6
河内まちづくり

センター芳野分室
長寿命化

7
花園まちづくり

センター
長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備・

非常放送設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基本

・実施設計（１）

8
幸田まちづくり

センター
長寿命化

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）

9
天明まちづくり

センター
長寿命化

屋上防水・

昇降機改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

10
飽田まちづくり

センター
長寿命化 外壁改修

受変電設備・非

常用発電設備・

消防設備改修

高圧引込設備

改修

11
南部まちづくり

センター
長寿命化

自動火災報知

設備改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

大規模改修

基本計画

12
清水まちづくり

センター
長寿命化 防災設備改修

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）

13
北部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

14
龍田まちづくり

センター
長寿命化

電気設備・

昇降機改修

屋上防水・

外壁改修

15 河内公民館 長寿命化

受変電設備・

自動火災報知

設備改修

外壁改修
大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

16
北部公民館西里分

館
長寿命化

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

17 アスパル富合 長寿命化

18 植木文化センター 長寿命化

空調設備・

受変電設備・

舞台機構改修

非常用発電設

備・昇降機設備

改修

非常放送設備

改修

19
火の君文化

センター
長寿命化

空調設備・受変

電設備改修
防災設備改修

非常用発電設

備・昇降機設備

改修

20
五福まちづくり交

流センター
長寿命化

外壁・音響設備

・昇降機改修

大規模改修

基本計画

21 健軍文化ホール 長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備・

昇降機設備改

修

高圧引込設備

改修

22 勤労青少年ホーム 長寿命化 屋上防水改修 防災設備改修
大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

23 市民会館 長寿命化
空調熱源

オーバーホール

空調熱源

オーバーホール

(2)

24 国際交流会館 長寿命化

外壁・屋根改修

非常放送設備・

中水設備改修

受変電設備・非

常用発電設備・

昇降機設備改

修

25
男女共同参画セン

ターはあもにい
長寿命化 特定天井改修

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）

26
総合体育館・

青年会館
長寿命化

照明制御盤・空

調設備改修（熱

源）

27
くまもと

森都心プラザ
長寿命化

屋上防水（R7）

舞台照明設備改修（R7～R8）

大規模改修基本・実施設計

屋上防水・外壁・空調設備改修

舞台機構制御盤改修（R５～R６）

外壁改修（R5）

大規模改修基本・実施設計

大規模改修・高圧引込設備・中

央監視設備改修

空調設備改修

大規模改修基本・実施設計

大規模改修基本・実施設計

大規模改修

大規模改修基本・実施設計

エスカレーター改修

（１）

エスカレーター改修

（２）（R8～R9）

舞台設備改修

（R9）

大規模改修基本・実施設計

屋上防水（R7）

電気設備・昇降機設備・非常用

発電設備改修（R7～R8）

屋根・外壁・空調設備・

音響設備・舞台照明改修

15



イ 社会教育系施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1
託麻まちづくり

センター
長寿命化 電気設備改修

高圧引込設備

改修
空調設備改修 （再掲）

2
秋津まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修
（再掲）

3
東部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修
（再掲）

4 西区役所 長寿命化
直流電源・

音響設備改修

非常用発電

設備改修
（再掲）

5
花園まちづくり

センター
長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備・

非常放送設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

（再掲）

6 河内公民館 長寿命化

受変電設備・

自動火災報知

設備改修

外壁改修
大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

（再掲）

7
幸田まちづくり

センター
長寿命化

大規模改修

基本計画

大規模改修

工事（１）
（再掲）

8
天明まちづくり

センター
長寿命化

屋上防水・

昇降機改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

（再掲）

9
飽田まちづくり

センター
長寿命化 外壁改修

受変電設備・非

常用発電設備・

消防設備改修

高圧引込設備

改修
（再掲）

10
南部まちづくり

センター
長寿命化

自動火災報知

設備改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

11
清水まちづくり

センター
長寿命化 防災設備改修

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）
（再掲）

その他記念館については、入館料を当面の間無料としており、今後、課題等を検証し、利用活性化に向けた検討を

進めます。

屋上防水・外壁・空調設備改修

大規模改修基本・実施設計

施設名 実施区分 備考

屋上防水（R7）

電気設備・昇降機設備・非常用

発電設備改修（R7～R8）

大規模改修基本・実施設計

特定天井改修（R7）

屋上防水・内装・電気設備・

給排水衛生・空調設備改修

（R7～R8）

大規模改修基本・実施設計

 【総括的事項】

≪博物館等≫

≪図書館≫

第７次総合計画に基づき、図書館サービスの見直しや施設の利用活性化に向けた検討を行います。

≪図書館≫

図書館・公民館図書室については、利用者のニーズに加え、近隣市町村との相互利用などの広域化やサービスの

提供方法が多様化している状況などを踏まえ、施設の再編や統廃合についての検討を行います。

その他記念館・資料館については、老朽化した施設も見受けられることから、今後のあり方を検討した上で、改修

や更新に取り組み、長寿命化を図ります。

≪博物館等≫

現代美術館や熊本博物館は、熊本連携中枢都市圏構想においても一定の役割を担う公共施設であり、更なる魅

力の向上に努めつつ適切なメンテナンスによって、施設の長寿命化を図ります。

≪図書館≫

公民館図書室については、公民館とあわせて適切な運営手法を検討します。

№

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

施設の長寿命化の推進
方針

2
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R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
施設名 実施区分 備考№

12
北部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

（再掲）

13
龍田まちづくり

センター
長寿命化

電気設備・

昇降機改修

屋上防水・

外壁改修
（再掲）

14 アスパル富合 長寿命化 （再掲）

15 植木文化センター 長寿命化

空調設備・

受変電設備・

舞台機構改修

非常用発電設

備・昇降機設備

改修

非常放送設備

改修
（再掲）

16
火の君文化

センター
長寿命化

空調設備・受変

電設備改修
防災設備改修

非常用発電設

備・昇降機設備

改修

（再掲）

17
五福まちづくり

交流センター
長寿命化

外壁・音響設

備・昇降機改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

18
男女共同参画

センターはあもにい
長寿命化 特定天井改修

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）
（再掲）

19 市立図書館 長寿命化
大規模改修

基本計画

大規模改修

（R10～R11）

20
城南図書館・

児童館
長寿命化 特定天井改修

21 後藤是山記念館 長寿命化
外壁・空調設備

改修

自動火災報知

設備改修

22
塚原歴史民俗

資料館
長寿命化

受変電設備・

防災設備改修

23
くまもと森都心

プラザ
長寿命化 （再掲）

エスカレーター改修

（１）

エスカレーター改修

（２）（R8～R9）

舞台設備改修

（R9）

屋根・外壁・空調設備・

音響設備・舞台照明改修

大規模改修基本・実施設計

空調設備改修

大規模改修工事・高圧引込設

備・中央監視設備改修

大規模改修基本・実施設計

大規模改修基本・実施設計（R8

～R9）

高圧引込設備・小荷物昇降機改

修（R9）

17



ウ スポーツレクリエーション施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 総合屋内プール 長寿命化

2
総合体育館・

青年会館
長寿命化

照明制御盤・空

調設備改修（熱

源）

（再掲）

3 天明運動施設 長寿命化
特定天井改修・

防災設備改修

4 武蔵塚武道場 長寿命化 外壁改修

5
植木総合スポーツ

センター
その他 体育館解体

延床面積削減見込

：1,882.26㎡

6 川尻武道館 長寿命化 外壁改修

7
田迎公園

（運動施設）
長寿命化 空調設備改修

多数の施設を保有しており、順次、改修や更新時期が到来するため、必要となる多額の費用の平準化、抑制に努

めます。

特定天井改修・音響設備改修（R6～R7）

中央監視装置改修（R5～R6）

熊本城や動植物園は、本市の観光振興の拠点ですが、老朽化した建築物や設備が見受けられることから、適切な

維持管理を行うことで、施設の長寿命化を図るとともに利便性の向上に努めます。

≪スポーツ施設≫

多額の一般財源を投入している状況に鑑み、受益者負担についても随時見直しを行います。

≪レクリエーション施設≫

この分野の施設については、引き続き、受益者負担の考え方のもと、使用料の適正化や運営手法の見直しによっ

て、収支ギャップを埋める取組を進めます。

№ 施設名 実施区分 備考

≪レクリエーション施設≫

≪レクリエーション施設≫

 【総括的事項】

≪スポーツ施設≫

金峰山少年自然の家の建替えに伴い、森林学習館の機能を少年自然の家に移転・集約することにより、全体とし

て延床面積の削減に取り組みます。

≪スポーツ施設≫

スポーツ施設は、躯体に加え、多数の設備も有していることから、スポーツ施設全体のあり方を検討したうえで、個

別長寿命化計画に沿って計画的な保全に取り組みます。

スポーツ施設については、施設の保有量や、県市の役割分担、多額の更新費用及び維持管理費用などの課題が

あることから、今後、スポーツ施設全体のあり方の検討を行います。

≪レクリエーション施設≫

熊本城については、熊本地震により熊本城全域が被災したため、平成30年（2018年）3月に策定した熊本城復旧

基本計画に基づき、効率的・計画的な復旧を着実に進めるとともに、復旧過程の戦略的な公開・活用に取り組み、

観光資源としての早期再生を図ります。

動植物園については、動植物園マスタープランに基づき動植物本来の生育環境をより感じられるよう動植物の一

体的な展示に取り組むとともに、江津湖との調和を目指した整備を進め、誰もが楽しめる施設を目指します。

利用状況やコスト状況等の調査・分析を行い、スポーツ施設のストック適正化計画（仮称）を策定し、計画的な施

設の再編や施設総量の適正化に取り組みます。

≪スポーツ施設≫

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

施設の長寿命化の推進
方針

2
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R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
№ 施設名 実施区分 備考

8
水前寺運動公園

（野球場）
長寿命化

非常放送設備

改修

9
水前寺運動公園

（競技場）
長寿命化 外壁・内部改修

10
金峰山

自然の家
建替等 PFI手法導入

11 動植物園 長寿命化

12 熊本城 その他

0 ※熊本城復旧事業に係る事業費は、実施計画には未計上

既存施設解体・設計・建替工事

復旧工事

施設改修工事
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エ　産業系施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

1
勤労者福祉

センター
長寿命化

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）

2 食品交流会館 長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備

改修

3 流通情報会館 長寿命化

照明制御設備・

舞台機構制御

盤改修

受変電設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

4 くまもと工芸会館 長寿命化 空調設備改修
受変電設備・消

防設備改修

5 水産振興センター 長寿命化
屋根・外壁・

空調設備改修

6 職業訓練センター 長寿命化

空調設備・電気

設備・高圧引込

設備改修

7 競輪場 建替等
延床面積削減見込

：約15,300㎡※

8 競輪場選手宿舎 長寿命化
内装・空調設備

改修

0 ※熊本地震からの再建事業に伴う既存施設の集約化により延床面積を削減

大規模改修基本・実施設計

解体・設計・建替え工事等

№ 施設名 実施区分 備考

利用の少ない施設については、他の公共施設との統合や施設の有効活用策について検討を進めます。

貸会議室を有する施設等、他の公共施設と役割が重複している施設は、施設の必要性について検討を行い、用途

転用や規模縮小なども視野に今後のあり方を決定します。

競輪場の運営は現在、直営により行われていますが、事業再開後は、より効率的な経営ができるよう競輪事業の

包括外部委託の導入を検討します。

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3
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オ　子育て支援施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R10

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 大江交流室 長寿命化 消防設備改修
非常用発電

設備改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

2
託麻まちづくり

センター
長寿命化 電気設備改修

高圧引込設備

改修
空調設備改修 （再掲）

3
秋津まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修
（再掲）

4
東部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修
（再掲）

5 西区役所 長寿命化
直流電源・

音響設備改修

非常用発電

設備改修
（再掲）

6
花園まちづくり

センター
長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備・

非常放送設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

（再掲）

7
幸田まちづくり

センター
長寿命化

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）
（再掲）

8
天明まちづくり

センター
長寿命化

屋上防水・

昇降機改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

高圧引込設備

改修・大規模改

修基本計画

（再掲）

9
南部まちづくり

センター
長寿命化

自動火災報知

設備改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

10
清水まちづくり

センター
長寿命化 防災設備改修

大規模改修

基本計画

大規模改修

（１）
（再掲）

11
龍田まちづくり

センター
長寿命化

電気設備・

昇降機改修

屋上防水・

外壁改修
（再掲）

12
五福まちづくり

交流センター
長寿命化

外壁・音響設

備・昇降機改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

13
城南図書館・

児童館
長寿命化 特定天井改修 （再掲）

14 川尻幼稚園 その他 改修等
熊本市立幼稚園まなび

創造プログラム

15 一新幼稚園 その他 改修等
熊本市立幼稚園まなび

創造プログラム

16 向山幼稚園 その他 改修等
熊本市立幼稚園まなび

創造プログラム

17 楠幼稚園 その他 改修等
熊本市立幼稚園まなび

創造プログラム

屋上防水（R7）

電気設備・昇降機設備・非常用

発電設備改修（R7～R8）

大規模改修基本・実施設計

空調設備改修

大規模改修工事・高圧引込設

備・中央監視設備改修
大規模改修基本・実施設計

大規模改修基本・実施設計

屋上防水・外壁・空調設備改修

大規模改修基本・実施設計

特定天井改修（R7）

屋上防水・内装・電気設備・給排

水衛生・空調設備改修（R7～

R8）

大規模改修基本・実施設計

№ 施設名 実施区分 備考

公民館の見直しにあわせて、併設施設のあり方についても検討し、建築物の老朽化や利用状況、施設の配置を踏

まえ、今後の方針を決定します。

≪その他児童施設≫

子ども文化会館については、例年、年間30万人以上の利用者があり、多くの市民に利用されている状況にあるた

め、利便性の向上に努めつつ、適切なメンテナンスによって、施設の長寿命化を図ります。

利用者が少ない施設については、事業内容や運営手法の見直しなど、利用促進に向けた取組を進めますが、少子

化の影響等を見極め、将来的な必要性についても検討します。

≪幼稚園・保育園≫

保留児童を含めた実質的な待機児童の解消や、多様な保育ニーズへの対応を踏まえ、公立保育所の役割や保育

需要等を考慮し、施設の適正配置や民営化などの運営手法等の検討を進めます。

≪児童館≫

公立幼稚園については、特別支援教育の充実とあわせて、ことばの教室の移転・拡充、小学校の空き教室を活用

した幼稚園機能の一部移転や小中学校の改築時期に合わせた一体整備等を検討します。

資産総量の適正化
方針

1

施設の長寿命化の推進
方針

2
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R5 R６ R７ R８ R９ R10

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
№ 施設名 実施区分 備考

18 横手保育園 長寿命化

屋上防水・外

壁・空調設備改

修

19 白山保育園 長寿命化 屋上防水改修

20 京塚保育園 長寿命化
電気設備・小荷

物昇降機改修

21 京町台保育園 長寿命化

屋上防水・外

壁・電気設備改

修

22 小島保育園 建替等

23 中島保育園 建替等 空調設備改修

24 春日保育園 長寿命化
屋根・外壁・

空調設備改修

25 幸田保育園 長寿命化
屋上防水・外壁

改修

26 健軍保育園 長寿命化 給水設備改修

屋上防水・外

壁・空調設備・

電気設備・小荷

物昇降機改修

27 西里保育園 長寿命化 外壁改修

28 山本保育園 長寿命化
外壁・空調設備

改修

29 豊田保育園 長寿命化
自動火災報知

設備改修
外壁改修

30 菱形保育園 長寿命化
外壁・空調設備

改修

31 西原公園児童館 長寿命化

屋上防水・外

壁・電気設備・

屋外給水設備

改修

32 子ども文化会館 長寿命化
中央監視装置

改修

高圧引込設備

改修

基本計画 基本・実施設計 建設工事

受変電設備・非常用発電設備・

防災設備改修
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カ　保健・福祉施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1
城南まちづくり

センター
長寿命化 屋根・外壁改修

2
健康センター

平成分室
長寿命化

高圧引込設備

改修

3
健康センター

清水分室
長寿命化

高圧引込設備

改修

4
障害者福祉

センター希望荘
長寿命化

今後、運営手法のあり方や浴室の利用料金等について検討を行い、収支ギャップを埋める取組を進めます。

≪障害者福祉施設≫

≪保健施設≫

旧保健福祉センターを中心とした分室については、スペースの有効活用を進めますが、各分室の利用状況等を踏

まえ、分室の必要性や効果の面から検証を行い、検診手法や検診体制のあり方について検討を行います。

空調設備・電気設備・

高圧引込設備改修

実施区分 備考

≪児童福祉施設≫

こどもセンターについては、スペースの有効活用策を検討しながら、適切なメンテナンスによって、施設の長寿命化

を図ります。

城南老人福祉センターについては、建替えを行う城南まちづくりセンターへの合築・複合化を行いました。今後、旧

城南老人福祉センターは解体し、跡地の売却等を検討します。

≪その他社会福祉施設≫

用途廃止した植木温泉福祉交流館については、地元からの意見やマーケットサウンディングの結果などを踏まえ、

有効活用に取り組みます。

№ 施設名

検討結果を踏まえ、更なる利活用策や用途転用等の可能性についても研究します。

≪高齢者福祉施設≫

介護予防施設については、利用実態の把握を行いながら、適切なメンテナンスによって、施設の長寿命化を図りま

す。

≪その他社会福祉施設≫

その他の施設は、スペースの有効活用策や利用者のニーズに応じた運営を行いながら、適切なメンテナンスによっ

て、施設の長寿命化を進めます。

≪高齢者福祉施設≫

≪保健施設≫

各区役所内の健康センターについては、庁舎機能と一体的に適切なメンテナンスによって、施設の長寿命化を図り

ます。

≪障害者福祉施設≫

障害者福祉センター希望荘は、施設の老朽化が進みつつあることから適切なメンテナンスに努め、施設の長寿命

化を図ります。

２ヶ所の在宅福祉センターについては、地域コミュニティセンターや公設公民館で機能を代替できないか検討しま

す。

≪高齢者福祉施設≫

老人福祉センター及び高齢者生きがい作業所については、老朽化した施設が多いため、施設ごとに統廃合を含

めて今後の方針を検討し、老朽化対策や施設機能の見直しに取り組みます。

≪その他社会福祉施設≫

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

施設の長寿命化の推進
方針

2
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R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
実施区分 備考№ 施設名

5 こどもセンター 長寿命化
空調室外機

オーバーホール

中央監視設備・

非常用発電設

備改修

6
東老人福祉センター・

東部在宅福祉センター
長寿命化

屋上防水・空調

設備改修

受変電設備・高

圧引込設備改

修

防災設備改修

7
西老人福祉

センター
その他 解体

延床面積削減見込

：251.72㎡

8
南老人福祉

センター
その他 解体

延床面積削減見込

：263.77㎡

9
川上老人福祉

センター
その他 解体

延床面積削減見込

：655.55㎡

10
天明老人福祉

センター
長寿命化 空調設備改修

11
河内老人福祉

センター
その他 解体

延床面積削減見込

：663.04㎡

12
富合老人福祉

センター
長寿命化 空調設備改修

13 お達者文化会館 長寿命化 空調設備改修 外壁改修

14 南部万年青会館 長寿命化 外壁改修

15
東部はつらつ

交流会館
長寿命化

外壁・空調設備

改修

16
南部在宅福祉

センター
長寿命化 昇降機改修

自動火災報知

設備改修

受変電設備・高

圧引込設備改

修

17
植木健康福祉

センター
長寿命化

18 夢もやい館 長寿命化
屋上防水・空調

設備改修

特定天井・屋上防水・外壁・

空調設備改修
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キ　行政系施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 熊本市庁舎 その他

2
市役所別館

（駐輪場）
その他

受変電・空調

設備改修

3 大江交流室 長寿命化 消防設備改修
非常用発電

設備改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

4
託麻まちづくり

センター
長寿命化 電気設備改修

高圧引込設備

改修
空調設備改修 （再掲）

5
秋津まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修
（再掲）

6
東部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修
（再掲）

7 東区役所 長寿命化

高圧引込設備・

非常用発電設

備改修

8 西区役所 長寿命化
直流電源・

音響設備改修
（再掲）

9
河内まちづくり

センター
長寿命化

昇降機改修・

大規模改修

基本計画

大規模改修

工事（1)

10
河内まちづくり

センター芳野分室
長寿命化 （再掲）大規模改修工事大規模改修基本・実施設計

≪庁舎等≫

公民館と一体的に利用されている施設も多いことから、公民館のあり方とあわせて機能の見直しについて検討し

ます。

≪その他行政系施設≫

≪庁舎等≫

他の公共施設との機能の重複や市域内での配置状況を踏まえ、老朽化が進んだ際には施設の廃止、跡地の売却

等について検討します。

≪消防施設≫

消防署及び各出張所については、平成28年度（2016年度）から新たな署所体制がスタートしたことから、実際の運

営状況を検証しながら、長期的な視点で効率的かつ効果的な配置について検討を進めます。

特に西消防署の西区内への移転については、あらゆる災害から市民の生命財産を保護するため、出張所等の再

編とあわせて検討することとし、全市的な視点で計画的に取り組んでいきます。

森林学習館については、建替えを行う金峰山少年自然の家への機能集約を図ります。

実施区分 備考

花畑町別館跡地については、庁内での慎重な検討を踏まえ、民間活力の活用を含め、跡地利用に関する方針を

決定します。

単体で設置されている施設については、老朽化の状況を踏まえながら、他施設との統合や機能移転について長期

的な視点で検討します。

個別長寿命化計画に基づき、施設の長寿命化はもとより安全性の確保に取り組みます。

≪消防施設≫

消防署や出張所はもとより、消防コミュニティセンターや機械倉庫についても、不具合の改善に努め、安全に長く

使用できるよう、日常のメンテナンスに努めます。

≪庁舎等≫

受変電設備改修

屋上防水（R7）

電気設備・昇降機設備・非常用

発電設備改修（R7～R8）

№ 施設名

大規模改修基本・実施設計

屋上防水・外壁・空調設備改修

大規模改修基本・実施設計

特定天井改修（R7）・

屋上防水・内装・電気設備・

給排水衛生・空調設備改修

（R7～R8）

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

施設の長寿命化の推進
方針

2

25



R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
実施区分 備考№ 施設名

11
花園まちづくり

センター
長寿命化

受変電設備・非

常用発電設備・

非常放送設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

（再掲）

12
幸田まちづくり

センター
長寿命化

大規模改修

基本計画

大規模改修

工事（１）
（再掲）

13
城南まちづくり

センター
長寿命化 屋根・外壁改修 （再掲）

14 南区役所 長寿命化
非常放送設備

改修

15
天明まちづくり

センター
長寿命化

屋上防水・

昇降機改修

受変電設備・非

常用発電設備・

防災設備改修

高圧引込設備

改修・大規模改

修基本計画

（再掲）

16
飽田まちづくり

センター
長寿命化 外壁改修

受変電設備・非

常用発電設備・

防災設備改修

高圧引込設備

改修
（再掲）

17
南部まちづくり

センター
長寿命化

自動火災報知

設備改修

受変電設備・非

常用発電設備

改修

大規模改修

基本計画
（再掲）

18
清水まちづくり

センター
長寿命化 防災設備改修

大規模改修

基本計画

大規模改修工

事（１）
（再掲）

19
北部まちづくり

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

（再掲）

20
龍田まちづくり

センター
長寿命化

電気設備・

昇降機改修

屋上防水・

外壁改修
（再掲）

21 北区役所 長寿命化

耐震改修（R4

～R5）・

昇降機改修

（R5）

防災設備改修

高圧引込設備・

受変電設備改

修

大規模改修

基本計画

22 環境総合センター 長寿命化 照明設備改修

中央監視設備・

昇降機・自動火

災報知設備改

修

23
中央・西区

土木センター
長寿命化

外壁・空調設備

改修

受変電設備・

高圧引込設備

改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

24
ふれあい文化

センター
長寿命化

大規模改修

基本計画【新

館】

25
小島河川防災

センター
長寿命化

高圧引込設備

改修

26
植木ふれあい

文化センター
長寿命化 電気設備改修

27 計量検査所 長寿命化
大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

28 森林学習館 建替等 解体

金峰山自然の家への

機能移転を予定

延床面積削減見込

：418.83㎡

29
市消防局・

中央消防署
長寿命化

空調設備改修

（R6～R7）

大規模改修

基本計画

大規模改修工

事（１）

30 出水出張所 長寿命化
屋外給水設備

改修

31 清水出張所 長寿命化

屋上防水・

外壁・空調

設備改修

32 西消防署 建替等

33 西消防署（新） 建替等 基本計画 建設

34 小島出張所 建替等 基本計画 基本・実施設計

大規模改修基本・実施設計

大規模改修基本・

実施設計【新館】

建設工事

大規模改修基本・実施設計

大規模改修基本・実施設計

受変電設備・昇降機設備改修

大規模改修基本・実施設計

空調設備改修

昇降機設備改修（R6～R7）

高圧引込設備改修（R7）

基本・実施設計

受変電設備・非常用発電設備改

修
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R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）
実施区分 備考№ 施設名

35 島崎出張所 長寿命化

屋上防水・

外壁・空調

設備改修

36 河内出張所 長寿命化
大規模改修

基本計画

37 飽田天明出張所 長寿命化
大規模改修

基本計画

大規模改修工

事（１）

38 東消防署 長寿命化 電気設備改修

屋上防水・

外壁・非常用発

電機改修

39 託麻出張所 長寿命化

屋上防水・

外壁・空調

設備改修

40 小山出張所 長寿命化

屋上防水・

外壁・空調

設備改修

41 池田庁舎 長寿命化
大規模改修

基本計画

42 南消防署 長寿命化 外壁改修

空調設備・屋外給水設備改修

大規模改修基本・

実施設計（１）

大規模改修基本・実施設計

大規模改修基本・実施設計
大規模改修

工事
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ク　供給処理施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1
北部クリーン

センター
その他 用途廃止

2 東部環境工場 長寿命化

3 旧西部環境工場 建替等
延床面積削減見込

：15,188.44㎡
令和9年度以降解体予定

熊本地震で被災した秋津浄化センターについては、平成28年度（2016年度）末に用途廃止し、敷地の一部に災害

公営住宅を新設しました。引き続き、残りの敷地の活用について検討を行います。

改修工事

東部環境工場においては、熊本連携中枢都市圏ビジョンに基づき、近隣自治体からの可燃ごみの受け入れを検

討するとともに、必要な設備等の改修を計画的に実施していきます。

№ 施設名 実施区分 備考

クリーンセンター等については、収集体制の見直しや民間委託の状況を踏まえ、必要性も含めて今後の対応を検

討します。

環境工場については、躯体のみならず、多数の設備を有していることから、計画的なメンテナンスと改修により、長

寿命化を図ります。

建替えに伴い用途廃止された旧西部環境工場については、解体に多額の費用を要するため、国庫補助の活用も

検討しながら早期の解体に取り組みます。

環境工場については、施設の改修や更新にあわせて、燃料制御の改善や最適化、省電力機器の採用などにより

エネルギーコストの効率化を図ります。

資産総量の適正化
方針

1

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

施設の長寿命化の推進
方針

2
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ケ　その他の施設

（ア）総合管理計画における施設分野別方針

◉

◉

◉

◉

（イ）今後5年間の改修等の見込み
R5 R６ R７ R８ R９ R１０

（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028）

1 三山荘 長寿命化

受変電設備・

自動火災報知

設備改修

大規模改修

基本計画

大規模改修基

本・実施設計

（１）

2 東部交流センター 長寿命化
屋根・外壁・

空調設備改修

3 熊本市斎場 長寿命化 空調設備改修
特定天井・直流

電源装置改修

順次、火葬炉改修を

実施

4 動物愛護センター 長寿命化
大規模改修

基本計画

大規模改修工

事（１）

5
武蔵塚駅前

自転車駐車場
長寿命化

屋上防水・外壁

改修
搬送機改修

7 旧市民病院 建替等 解体工事
延床面積削減見込

：28,481.13㎡

8
辛島公園

地下駐車場
長寿命化

9
辛島公園

地下通路
長寿命化

大規模改修基本・実施設計

大規模改修

非常用発電

設備改修

№ 施設名 実施区分 備考

辛島公園地下駐車場は、建物及び設備の老朽化が著しいことから、令和2年度（2020年度）から長寿命化工事に

着手しています。引き続き、計画的な保全に取り組みます。

建替え後の植木火葬場については、指定管理者制度の導入など、管理手法の見直しを検討します。

各施設の設置目的に応じて、利用状況や必要性について検討し、今後の方向性を決定します。

設備を有する火葬場や動物愛護センターについては、適切なメンテナンスによって、施設の長寿命化を図ります。

施設運営に要する総コストの削減
方針

3

施設の長寿命化の推進
方針

2
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